








































モテ， テトス)，公同書簡の一部(Iペトロ, 11ペトロ, IIヨハネ, IⅢヨハネ）
にも影響を与え，初期キリスト教書簡の一つの伝統を形成している。
パウロ書簡の構造はヘレニズム書簡の構造（プラトン『第1-13書簡』 リ BGU
1. 140;VI. 180;P.Brem. 62;P.Genf. I1． 72;P･Oxy l･ lll ;X~1295; P.






































挙げられている （フィレI ; Iテサ1 : 1; フィリ1 : I ; Iコリl : 1 ; 1Iコリl :
27
真正パウロ書簡導入部の修辞学的分析
l ;ガラl : l)。共同の発信者として挙げられているのは，テモテ（フィレl ; I
テサ1 : 1;フィリ l : 1 ; IIコリ 1 : 1)とシルワノ（Ⅲテサl : 1)とソステネ(I













テモテはパウロの使者として教会に赴く場合があり (Iテサ3: 2,6; フイリ




えば, Iコリ8: 1 3; 15: 12 19; 11コリ1 : 2-11, 1222; 3: 4-18; 4: 1 8;
4: 13－5: 24;ガラ2: 15-21),一人称単数形（｢私｣）で語ることもある（例え
ば， フィレ4-22; Iテサ5: 27;フイリI 爵 34: 20; 11コリ l : 152: 17; 11 :
1 13: 10;ガラ1 : 102: 14) '6.一人称複数を用いるのは,キリスト者一般を指
す場合と(Iコリ8: 1-3;ガラ2: 15-21),パウロとその|司労者であるら宣教者
たちを指す場合がある (Iコリ15: 12-19; I1コリ1 : 2 11, 1222; 3: 4 18;
28
真正パウロ書簡導入部の修辞学的分析
4: 1-5: 21) 17｡
一人称単数形が用いられると，語り手であるパウロ個人の人格が強調される
ことになる。パウロが伝道者たちの代表して見解を述べるために一人称単数形
を使用する用例と（フィレ422; Iテサ4: 9 12; 5: 27),使徒としての自分自
身について一人称単数形を使用する自伝的な用例とは区別されなければならな
い。彼は使徒としての自己の資格やこれまでの歩みについて語る場合や（フイ
リl : 34 : 20; Iコリ1 : 15-2: 17; 4: 14-15; 17: 1-16; 11コリ l : 15-2 :
17; 11 : 1 13: 10;ガラl : 10-2: 14; フィリ3: 2 11 ; Iテサ2: 17-20), キ
リスト者の模範として自己のあり方を示す場合は(Iコリ4 : 16-17; 16: 10
11 ;ガラ4: 1220; 5: 2 12),多くの場合一人称単数形を使用するのである。
祝禰句「私たちの父なる神と主イエス・キリストからの恵みと平和とがあな
た方にあるように」 （フィレ3; Iテサl : 1; フイリl : 2; Iコリ l : 2; 1Iコリ
l : 2;ガラl : 3; ロマl : 7)は，ヘレニズム書簡に用いられる相手の健康や繁
栄を願う定型句E57zp&TTE"(プラトンI第1書簡」 309a; I第2書簡」 310b;
I第3書簡j315a; IIマカ9: 19他）や， XaZpと“（BGUVI､ 180; P.Brem.62;
P.Genf_ II. 72;P・Oxyl~ 111 ;P.OxyX、 1295; P.Hamb. 11. 192; P~Mich.
191 ; 281 ; 2798; 4527; 4528; さらに, Iマカ1() : 18,25; 11 : 30，32; 12: 6,
20; 13: 36; 14: 20; 15: 2, 16; 11マカl : 1, 10; 9: 19; 11 : 16,22,27,34;
使15: 23;ヤコl : 1を参照), または, i')'f""E4" (Ⅱマカ1 : l ; 9: 19;P.
Mich. 191 ; 281 ; 2798; 4527; 4528)を代替している18．同様の祝醗句は初期ユ
ダヤ教の耆簡にも登場するので(I1マカl : 15;シリ・バル78: 2を参照),パ
ウロは初期ユダヤ教の書簡の祝薦句を基礎に， 「主イエス・キリストから」 とい
うキリスト論的要素を加えて，自分の書簡導入部の祝禰句としたのであろう】9．
さらに，頌栄を導入部に用いることは，第二パウロ書簡や（エフェl : 2; コロ
l : 2; 11テサl : 2; Iテモ1 : 2;Ⅱテモl : 2;テi、 l : 4),公同杏簡の一部(I
ペト l : 2; 1Iペト1 : 2;Ⅱヨハl : 3),使徒教父文霄の一部（ポリュ序文；ポ
29
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リュ殉序文)， さらには黙示録にも見られる （黙l : 4)｡
他方，パウロ書簡はその結びに「キリストの恵みがあ鞍た方と共にあります
ように」 （フィレ25; Iテサ5: 28; フイリ4: 20,22; Iゴリ16: 24;ガラ6:
18) という祝繍句を用いているので，祝祷で始まり，祝禰で終わるという構造
になっている。この構造は教会の集会で読まれる書簡に典礼的な荘重な響きを





り （フィレ4-7; Iテサ1 : 2-10;フィリl : 3 10; Iコリl : 3-9; I1コリ l :
3-11 リ ロマl : 8-15) または神の讃美(1Iコリ 1 : 3-11)が続いている（例外を
なすのがガラテヤ害の導入部であり，ガラ1 § 69は感謝の祈りでなく，驚きの
表明と呪いの宣言を内容としている)｡書簡導入部に祈りが記されることは初期







る。感謝の祈りは第二パウロ書簡や（コロl : 3S; IIテサ1 : 3 12; Iテモl :
12 17; IIテモl : 35;テトl : 5-9),公同書簡に影響を与えている(I1ヨハl :





簡導入部の恒常的要素とはなっていない（使15: 23;ヤコ1 : 1)。 さらに，使
徒教父文書の一部は，祈りの要素を冒頭の挨拶句の中に取り込んでおり，ヘレ
ニズム害簡の定型とパウロ書簡の定型を折衷した第三の類型を示している （バ






半部に主題の上で類似し，一つの信仰告白となっている （詩3： 59； 22： 23
32; 51 : 17-21を参照)。公同書簡のIペトロ害の導入部における神の讃美も同
様な性格を持っている(Iペト1 : 3-12)。第二パウロ書簡のエフェソ害の導入部
における神の讃美は（エフェl : 3 14),信仰告白的な要素がさらに強く，讃美
の詩編に近い（詩111 : 1-10; 113: 19; 135: 1 21 ; 136: 126; 147: 120;
148: 1-14;代下2: 10-11を参照)。新約書簡における神の讃美の部分におい
て，ヘレニズム書簡の伝統と， イスラエルの嘆きの詩編と讃美の詩編の文学伝










































宣教者としての権威が問われている場合や(Iコリl : l ;Ⅱコリ1 : 1 ;ガラl :
l),未知の教会へ自己を宣教者として紹介する場合（ロマl : 1),パウロは
産兀6droJlor(｢使徒｣） という称号を使用し， 自己の宣教者としての権威を強調
している(Iコリ 1 : l ; 11コリ1 : l ;ガラI : l;ロマ1 : l)26．他方，神に仕え
る奉仕者としての性格を強調する必要があるときは，彼はJo醜ofでo6


















の前半部分でそれを詳述している (1: 18-8: 39)｡
ガラテヤ書の前書きも例外的に長く，パウロは「使徒パウロ」 という発信人








なた方にあるように」（フィレ3; Iテサl : 1; フィリ1 : 2; Iコリ1 : 2; 11コ










ることを強調すること(1 ： 10)や， その使徒職や福音が人に由来するのでなく，
神に由来するものであること （1 ： 1222）を語る準備となっている。アーメン
がパウロ書簡の書き出しの中で使用されるのはガラテヤ害以外にはない（ガラ





(民5： 22；申27: 15, 16, 17, 18, 19,20;代上16: 36;ネヘ5: 13; 8: 6他)。
この典礼的用法は，初期ユダヤ教に継承され，同様な用法が死海文書にも確認
される (IQS1.20; 2. 10, 18,2. 18; 4Q5041+R1.7; 4Q5073L2他)。初代教
会もアーメンの典礼的用法を継承し，礼拝に用いられる頌栄句の結びにこの言





(詩41 : 13; 72: 19; 89: 53; 106: 48)。ガラテヤ書の書き出し部の結びに
アーメンを用いられたために，書き出し部と次に来る部分の間に明確な区切り
が生じている31。このことは恵みと平和を祈願する祝祷句から，神への感謝の祈
り （フィレ4-7; Iテサ1 : 2-10; フイリ1 : 310; Iコリl : 3-9;Ⅱコリ l :
















と希望とが肯定的に言及され（フィレ47; Iテサ1 : 2-10;フィリl : 310; I







13-16;フィリ1 : 3 10)を含んでおり，発信人と受信人との間に存在する共通
の基盤を対話の前提として確認している。
11コリ1 § 311における神の讃美は，発信人であるパウロら自身の苦難から






111 : 1-10; 113: 1-91 135: 1 21 1 136: 1 26; 147: 1-20 1 148: 1-14を参
照)36。このように書簡冒頭に感謝の祈りが置かれることは初期ユダヤ教書簡に
先行例がある （ⅡマカI : 11-17)｡
この神の讃美は，パウロたち自身の体験に基づいた信仰告白である。彼らの
苦難の中で救いと慰めと与えた神は，同様な苦難の中にある信徒たちを慰める



















中心主題が，律法の遵守を含む福音を受容して呪いに陥るか(l : 8-9; 3: 13),
律法から自由な福音を信じて義とされ(2: 1621), アブラハムに約束された祝


















を持つことを示している （フィレ1 ; Iテサ1 : 1;フィリ1 : 1 ; Iコリl : 1;
IIコリl : 1 ;ガラ1 : 1-2リ ロマl § 1 7aを参照)。
前書きは発信人と受信人とを明記することによって，語り手と聞き手の基本
関係を設定し,本文の展開の準備をしている（フィレI ; Iテサl: 1; フィリl :
1 ; Iコリl : 1 ; IIコリ1 : 1 リガラl : I;ロマl : 1を参照)。しかも，パウロは
修辞的状況に応じて発信人の前に付ける称号（使徒， キリストの僕， キリスト
の囚人） を使い分けて，書簡の修辞的効果を高めようとしている。パウロ書簡














が（フィレ4-7; Iテサ1 : 2 10; フィリ1 : 3-10; Iコリl : 3-9; ロマ1 : 8-







経験が神の讃美の理由となっており (1 : 3-4,811)。讃美の言葉は修辞学的に
言えば，演示的要素を持っているが，演示的言及の対象は受信人たちではなく
一貫して神である。 この点において神の讃美の部分は，旧約聖書の讃美の詩編
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アーメンが文'~|1で果たす区切り目の指示効果は， ロマ1 : 25; 9: 5; 11 : 36iz
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